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究
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。
本

文
中
に
一
市
さ
れ
る
計
算
結
果
は
、
上
述
の
研
究
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造
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令
し
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は
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産
業
部
門
町
生
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財
と
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れ
に
対
す
る
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の
弾
力
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こ
と
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あ
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ら
む
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、
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れ
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、
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い
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、
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。
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す
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。
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す
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っ
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れ
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仏
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す
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れ
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。
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独
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限
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に
つ
き
‘
ん
ま
た
は
単
位
¥
討
を
求
め
る
。

第
八
十
九
巻

じ

第
三
号

七



日
本
経
済
の
消
費
構
造

以
上
の
数
値
を
崩
い
て
、
ま
ず
ハ
ω
M
己
)
式
よ
り
d
A

を
求
め
、
さ

ら
に
Q
E
)
式
よ
り
す
べ
て
わ
F
を
求
め
る
。
そ
の
場
合
に
、

〔
ω
1
5
〕
お
よ
び
Q
l
ロ
)
式
を
計
算
白
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
に
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
一
ニ
売
手
価
格
。
場
合
へ
の
変
換

ま
ず
、

Y
の
定
詰
よ
り
次
の
関
係
式
が
得
ら
れ
る
。

H
切M

N
J
P
I
M
N
Y
6
5
1
吋

(
ω
|
N
H
)

札
府
O

軌
#
お

こ
こ
で
、
商
業
マ
ー
ジ
ン
の
占
め
る
比
率
が
、
実
物
称
呼
で
測
定
さ
れ
る

場
合
に
、
各
部
門
に
お
い
て
一
定
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第

z
財
の
消
費
量
一
G
に
は
、
そ
わ
に
一
定
比
率
山
引
を
乗
じ
た
手
わ
な

る
大
き
さ
の
商
業
サ
ー
ビ
ス
が
μ
刊
加
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る

P

よ
帆
は
各

z
に
つ
き
定
数
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
消
費
者
が
間
業
サ
ー
ビ

ス
以
外
の
諸
財
を
円
。
沼
町
F

、
P
N一
p
f

〔

U
Z
だ
け
購
入
す
る
時
に
商
業

サ
ー
ビ
ス
と
し

τ

ハ
U

Z

H

M

f

p

Q

l

N

N

)

杭
伊
Hω

な
る
大
き
さ
の
も
の
を
日
時
的
に
消
裂
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
れ
と
一
G
と
の
問
に
、
次
の
関
係
式
が
成
立
し
て
い
る
。

5
u
p
+
?
h
l
(
同
+
予
)
わ
(
N
#
む
〕
(
ω
l
N
M
)

耐
を
川
い
る
な
ら
ば

円
品
目
H
Q
E
乙
て
柏
(
柏
村
】
凶
〕

こ
の
二
式
よ
り

(
H
1
1
E
)
(
H
+
4
0
)
l
H
 

4" 

(ωlZ) 

(ωl旧日
〉

第
八
十
九
巻

f、

故

に

第

号

七

s

u

叶

ラ

」

げ

(

日
l
N
3

以
上
で
、
買
手
価
格
を
用
い
た
場
合
の
第
z
財
の
消
費
量
む
と
売
芋

価
格
で
評
価
さ
れ
る
消
費
最
一
G
と
の
問
の
関
係
式
が
得
ら
れ
た
。
そ
こ

で
、
次
に
、
二
つ
の
価
格
九
、
と
れ
と
の
関
係
を
考
え
よ
う
。

買
手
価
格
で
計
算
す
る
と
き
、
ー
ハ
(
柏
村
民
)
の
購
入
の
た
め
に
支
山

ず
る
額
は

MUへ
出

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
売
手
価
格
で
去
す
な
ら
ば

町
私
円
u

十
同
U
E
F
円
ぜ

と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
第
一
一
世
の
〉

C
は
商
業
マ
1
ジ
γ
を
除
い
た

部
分
で
あ
り
‘
第
二
項
の
M
u
z
e
y
n
は
商
業
部
門
の
売
上
高
に
相
当
す

る
。
ゆ
え
に

P

、

F

l

p

p

十

目

白

子

h

p

(

叫

凶

叶

〉

こ
れ
に
Q
E
)
を
代
入
し
、
両
辺
を
V
H
で
割
れ
ば

P
、
H
(
H
Z
〉
~
Jー
で
も

M
(
H
e
d
)
~
u
z
(
U
N
3

き
ら
に
(
U
N
3
の
第
二
式
を
代
入
す
る
な
ら
ば

M
U
肉
、
H
(
H
S
)
M
J
l
?
E
同
V
Z
(
ω

回

目

)

を
得
る
。
こ
れ
が
九
と

n
円
の
問
の
関
係
式
で
あ
る
。

(
ω
出
品
)
、
3
8
〉
の
三
式
を
用
い
れ
ば
、
仏
お
よ
ぴ
耐
が
次

の
諸
式
で
与
え
ら
れ
る
三
と
を
知
る
。

P
U
G
E
N
U
同¢

(
N
壮
】
印
)

(
印
|
包
)



P
ω
l
M
S
H
h
h
 

仙
北

UHO

hd目
(
H
I
S
)
(
H
p
b
bと

(
引
材
】
戸
し
可
比
何
一
戸

ω)

官
、
民

H
q
E
)
凶

p
h
S
(
N
U
L
3

白
M
W引
】

Z

?
と
l
n
s
)
M
T
E
Q什
ロ
)

h
H
U
L
1
凶

M
2
5
5

件
批
同
凶

M
L
f
]
F
ω

以
上
で
す
べ
て
の
変
換
式
が
得
ら
れ
た
。
な
お
、

目。)、

(ωl叫
円
)
よ
り

M
P
H
M
G
l
E
)
F
E
M
F
-凶
宮

話

Hh山崎
U
N
u
f
M
U

が
口
北

z
r
z
u

n
H
l口
忠

岡
切M

F

I

H

Q

U

α

)

 

-
F
H
G
 

ま
た
、

(ω

円
。
〉
、
(
凶
出
品
)
、

Q
M
N
)
、

Q
1
2
)
よ
り

ぱ

2
1
M
包

l
eむ

2
e
u
t

-
4
5

一R4HU

l
-
e
h
)
M
r
l
(
H
S
)
凶』抑制
~
E

院

4

z

'

ル
引

Z

日

(
H
S
)
♂

h
H了
、

ド
明M

h

N

N

H

C

(

∞
笥
)

仇

U
ロ

こ
の
最
後
の
二
式
は
、
計
算
。
チ
エ
ァ
ク
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の

(ω

出
)

(
u
l
u
N
)
 

(
U
I
l
l一
昨
日
)

(
ω
1
2
)
 

(
印

ω
印

)

(
日

HN)
、
(
凶

N 

計
算
結
果
と
そ
の
検
討

計
算
作
業
は
、
各
部
門
に
お
け
る
商
業
マ
ー
ジ
ン
率
的
の
計
測
か
ら

始
め
た
。
諸
財
の
品
目
別
マ
ー
ジ
ン
率
は
、
昭
和
三

O
午
産
業
連
関
表
作

成
の
基
礎
作
業
の
中
で
算
出
さ
れ
て
い
て
、
通
産
省
白
内
部
資
料
と
な
っ

日
本
経
済
の
消
費
構
造

名

寸;存競争輸入 l 2.91 1.18 4.08 .2881 

l 農 林 ホ 482.15 148.9は 631.09 2360 

2. 鉱 業 5.91 2.53 8.51 白2977

3. 食 糾 111_1 1，848.90 494.12 2，343.02 21口9

4 繊 最世 403.03 148.02 551.05 2686 

5 木 材 43.64 16.44 60.07 2736 

6 印 昂t 206.6， 66.59 273.22 .2437 

7. 10 学 8日目22 31.07 111.29 .2792 

8.非金属製品 26.96 7.94 34.90 2275 

9. ~:央 副司 21.59 7.09 28.67 .2471 

10.機 械 23.77 10.08 33.85 2977 

11.電気機器 37.90 16.15 54.05 .2988 

12.輸送機器 12.67 5.71 18.38 3106 

13.商 業 955.85 

14.金融・サーピヌ 1，975.50 1，975.50 

15.公益事業 390.83 390.83 
ム
ロ

表 2

門

商業マ-ジン草白ω叫j勾 昭和3旬3年〉

[ 叫)1 ~片t商献昨昨業←トマ←一汁Lιι」イ4私仙l止川品i叫t
Ct=C …Y YZMcl-〕
(10億円) 1 (10億円) 11 (10億円〕 叫

6，518.53 百55.856，518.53 言十

部
第
八
イ
九
巻

九

七

第
三
号



日
木
経
請
の
消
費
構
造

て
い
る
り
で
、
そ
れ
を
用
い
た
。
表
ー
の
部
門
分
割
に
対
応
さ
せ
る
た
め

に
、
産
出
高
に
よ
る
加
重
平
均
を
求
め
た
も
白
が
、
表
2
D
e
y
p
で
あ

る
a次

に
且
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
総
理
府
統
計
局
自
内
部
資
料
を

利
泊
す
る
こ
L

と
が
で
き
た
。
家
計
梢
費
額
に
よ
る
加
重
平
均
を
川
い
て
求

め
た
も
り
を
民
で
表
す
と
、

凶

同
~
l
H
C
ω
叶

弘
社
民

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

M
F
I
H
 

-H古
ω

と
す
る
た
め
に
、
民
を
一
様
に
調
整
し
て
民
を
求
め
た
。
(
表
3
の
第

ω列
)

次
に
、
あ
る

s
に
つ
い
て
、

r
ま
た
は

F
¥討

を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
価
格
弾
力
性
の
計
測
は
若
干
試
み
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
由
部
門
分
割
に
対
応
し
た
も
の
は
得
ら
れ

な
い
。
そ
こ
で
、
第
三
部
門
食
料
品
を
細
分
し
、
酒
類
の
消
費
函
数
の
計

測
結
果
を
利
用
し
た
u

い
ま
、
時
の
需
要
。
価
格
変
化
率

t
f
t
消
費

額
を
お
、
所
得
変
化
率
を
品
で
表
す
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
値
は
次

り
と
う
り
で
あ
る
。

』

F
!日
#
¥
て
3
H
!司
叶
A
T
F
(〕

出
#
H
U
N
M
仏
∞
印
(
単
位
一

O
一
億
円
)

司
九
1
甲
己
民
国

第
λ
十
九
巻

四
O 

第
三
号

七
E旦

(昭和初年〉

対総消す費る(1変支)化出に率
所得(弾2)力性 す自己る価変(3格化)に率対

価〈自格h己“(弾4Y骨)力4格佳〕部 門 名

H， H4Ty 7 h“ 
(10億円〉

O.非競争輸入 .00060 952 2.47 605 
1. 農 林 水 .06044 .624 270.41 .428 
2 鉱 業 .00265 2.023 10.93 1.273 
3.食 料 品 .30870 859 1，596.10 681 
4.繊 維 .12642 1.495 521.37 - .946 
5 木 材 01428 1.549 58.42 .972 
6 印 届リ 05585 1.333 230.93 845 
7.化 学 .03064 1.795 124.90 1.122 
8.非金属製品 .00371 .693 一 15.27 437 
9.銑 鋼 .00460 1.045 18.88 - .658 
10.機 械 .01346 2.593 54.78 1.619 
11.電 気機器 .03804 4.589 151.72 2.807 
12.輸 送機器 .00545 1.933 22.26 1.211 
13 商 業

14 金融サーピス 29907 987 -1，448.19 733 
15 公益事業 ー03607 602 156.32 - .400 

ム
ロ

所得価格弾力性〈買手価格〉

工面百百計

表 3



こ
れ
ら
を
(

U

N

G

)

式
に
代
入
す
れ
ば

L
I
A肝一
c
c
D

を
得
る
。
ま
た
、
貨
幣
の
限
界
効
用
の
伸
縮
性

v
A
を
考
え
る
な
ら
ば

rlm『

H
E

と
な
る
。

安
永
武
巳
「
消
費
経
済
学
」
至
誠
堂
昭
和
三
十
五
年
司

u
g

ω
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
符
b
れ
た
値
仕
弘
同
日
l
H
g

で
あ
り
、
日
本
白

方
が
絶
対
値
に
お
い
て
小
さ
い
。
こ
れ
は
よ
が
過
大
に
評
価
さ
れ
て

い
る
こ
左
官
意
味
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
A
を
求
め
る
り
に
、

い
く
つ
か
の
乱
仰
を
用
い
る
の
が
よ
り
賢
明
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
粗
略
な
方
法
に
お
け
る
一
つ
り
欽
い
は
、

τ2

¥
]
F
Y
H
l
c
戸
N
O

に
対

L
、

r
t寸
ω
1
1
0
目
白
日
と
ん
仏
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

以
上
町
計
算
結
果
を
(

U

H

U

)

式
肥
代
入
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
何
を

求
め
る
己
と
が
で
き
る
。
(
表
3
お
よ
び
表
5
〕
。
さ
ら
に
、
と
れ
ら
白
結

果
と
的
を
用
い
れ
ば
、

(
ω
1
8
)
l
Q
l
U
3
よ
り
、
仏
、
品
な
ど

が
得
ら
れ
る
。
(
表
4
、
表
6
1

計
算
結
果
そ
の
も
の
の
詳
細
な
時
味
検
討
は
控
え
る
こ
と
に
す
る
が
、

次
の
三
点
を
付
記
し
て
お
こ
う

n

r予
期
さ
れ
る
と
お
り
、
部
門
7
化
学
(
化
粧
品
・
医
薬
品
等
)
、
部
門

叩

l
辺
機
械
一
般
に
お
い
て
、
所
得
弾
力
性
価
格
弾
力
性
は
共
に
大
で

あ
h
Q

〈
部
門
2
鉱
業
が
そ
れ
に
準
じ
て
い
る
こ
と
は
子
組
外
で
あ
っ
加
。

日
本
経
済
心
消
費
構
造

〈昭和30年〉

官官 門 名

総対消吋費(1支)化出に率 叩自己価(2栴)じに車対 怖(自桔己(弾3肘)力性J 

G， I (10詰円) guでJ

。非競争輸入 00043 l.25 .431 
1 農 林 水 .04618 - 157.84 327 
2.鉱 業 00186 5.34 一.894
3.食 料

"" 
24360 993日目 538 

4 織 維 .09246 - 278.89 .692 
日木 材 .01037 30.82 一.706
6. f日 用1 .04224 - 132.08 .639 
7 イヒ 学 02209 64.89 .809 
8 非金属製品 00287 9.11 .338 
9 銑 鋼 .0日347 10.70 - .496 
10 機 械 00946 - 27.02 -1.137 
11 電気機器 .02667 74.59 -l.日68
12.輸 送機器 00376 10.58 - .835 
13.商 業 .15941 207.40 217 
14.金融・サービス .29907 -1448.19 ← 733 

15 公益事業 .03607 156.32 400 

所得・価格弾力性〔売手価格〉

工00000

2。る鉱
高 割 業
い 合 部
弾は門
富田町

%生
をで産
示あ物
しるの
て〕 う

いち
る、

こ石
れ炭
ら・

き震
のが
部家
門計

肖
P 費

お
弓い
‘て

F E-一仁計

表 4

第
八
十
九
巻

四

第

号

己
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F
E
-
-
J
1
1
J
J
J
J
J
一即時二一ー三

E
J二

二一一一一一一一一川
J
J
一一一一一一伊品川山一

一一一一一一
711一一一一一一品川

副
一
市
は
け
ば
…
日
比
一
九
七
百
日
昨
日
…
日
出
均
一

lM1 s471 
550|7価|

1.1684 ， - ー-1448.1861 I -72目7ω9
.1409 I -一一 - 27.1388 : -156.3197 
i'S:-37r-下て二了一「一τ，975.5OT一下 39O:S3e



。非競争輸入 1.2517 ー .1260 1 .0007 
1農林水口530 1 -157.8388 1 .0755 

2 紘木鉱食印 業 - .0021 1 - .54561 -5.34日7
3. 料 2798 ー 71.44241 .3981 
4 維材刷学町ロ 1062 1 - 27.11801 .1511 
5. :t: ;!t 1 - .0119 1 - 3.0416 1 .0169 
6目 0485 1 - 12.3878 1 .0印日
7. 1非鉄h 目白54 1 - 6.4778 1 .0361 
8. 金属製品 ー 0033 1 - .8416 1 .0047 
9. 鋼 0040 1 - :.0168 1 .0057 
10.機械 0109 1 - 2.77321 .0155 
11.電気機器 .0306 1 - 7.8220 1 .0436 
12 輸送機器ー .0043 1 - 1.1017 1 .0061 
13 商金 業 6849 1 - 91.32印 2.0050-

14 融・サピス 34351 4yfRtiiiは霊事11l 15 企益事業 0414 I 
Legij 2.906 

一万123ケ官官非農拡合 門 名 問.非金属製品|競争輸入 ー .0065
林水 7029 

業 .2832
食料品 3.7077 

4組維1.4074 1 - .68511 1.37811 
5 木f印b 材 一 .1579 1 - .0768 1 .1546 
6 刷一 .6429 1 - .3130 1 .6295 
7 学 -.3362 1 - .l637 1 .3292 
8 非金属製 鋼 9.1104 ー .02131 . .032E 
9.世 .0521 ー10.70171 .0517 
10.機 械 一 .1439 1 - .0701 1 -27.018E 
11.電気機器 .4060 1 - .19761 .39751 -7" 
12. 商軸金 送機器 .0572 1 - .0278 1 .056C 
13. 業 4.8418 1 - 4.68461 - 9.12831 -21 
14. 融・サ-eス 4.5521 1 - 2.2159 1 4.4573 1 21 
15. 公 2益g"事業 5491 1 - .2673! .53761 

-'5:Ri1 25.958i21.589 I 2377DI 37 

叩一一

1
1
1

悦…世一一昨日一一

一



百
本
経
済
白
消
費
構
造

日
N
)

に
お
い
て
、

P
、
v
c
o
(
た
だ

L
，
H
#
ア
し
河
川
北
H
M
)

し
た
が
っ
て
、

当
然
曹
、
v
c
で
あ
る
。
と
の
事
実
を
、
こ
れ
ら
の
部
門
の
生
産
物
が
他

の
部
門
の
生
産
物
と
代
替
的
で
あ
る

ιい
う
意
味
に
解
釈
す
る
D
は
、
現

実
的
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
測
さ
れ
た
所
得
弾
力
性
白
大
き
さ
を
思
う
と

き
、
こ
れ
ら
の
部
門
に
お
け
る
所
得
効
果
の
強
さ
を
ま
干
考
慮
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
(
註

ω参
照
)

川

w

r
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
所
得
弾
力
性
は
実
測

値
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
価
格
弾
力
性
は
理
論
値
で
あ
る
と
い
う
点
で

あ
る
。

(

U

H

由
)
ま
た
は

Q

N

D

)

式
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

所
得
弾
力
性
が
大
き
け
れ
ば
、
価
格
弾
力
性
の
の
理
論
値
も
大
き
く

な
る
。
後
出
の
♀
ド
)
式
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ω
つ
い
で
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
五
つ
の
部
門
に
お
い
て
、
た
ま
た
ま

商
諜
マ

l
ジ

γ
車
が
高
い
。

次
に
、
上
記
の
計
算
結
果
を
別
白
角
度
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
e

ま
ず
、

(
u
l
N
U
)

式
を
変
形
す
れ
ば
次
式
を
得
る
。

ト
一
事
再
ユ

l
司怜
J

」刈
l

H

i
卜
J

「
卜
L
l
日

(

A

H

)

:

:

 

こ
の
式
は
、
名

s
に
つ
き
、
貨
幣
の
限
界
効
用
と
価
格
弾
力
性
と
の
聞
の

近
似
的
な
一
次
関
係
式
を
ま
す
。
こ
こ
で
A
の
係
数
を
ん
と
お
け
ば
、

こ
れ
は
直
線
の
勾
配
を
意
味
す
る
。
あ
き
ら
か
に
、
す
べ
て
の

z
に
つ
き

「
〈
D

で
あ
る
か
ら
、
貨
幣
の
限
界
効
用
が
よ
り
大
と
な
れ
ば
、
価
格
弾
力
性
も

よ
り
大
之
な
る
。
(
そ
白
絶
対
値
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
)

次
に
、
価
格
弾
力
性
と
所
得
弾
力
性
の
比
率
向
を
求
め
れ
ば
、
表
6

第
八
十
九
巻

士ユ
A 

四
戸百

第

号

(昭和30年〕

貨価〔格幣買(弾手×依(11存価力)0 性率格4〉〉自/， 
価力楢性比(2所率) 得弾

(3) 

部 門 名
Aの計i耳値

間 d (10億円〉

O.非競争輸入 -1.470 一.636 4302.2 
1.農 林 71<. .899 -686 4188.1 
2.鉱 業 -3.102 一.629 4090.2 
3.食 料 品 .910 793 2951.2 
4.繊 市住 -2.003 一.633 4143.6 

5.木 材| 2.342 一.628 4162.0 
6.印刷 -1.930 -.634 4167.9 
7.化学 2.668 .625 4141.4 
8.非金属製品 -1.060 一.631 4477.9 
9鉄鋼 1.597 .630 4281.3 
10. 1農 械 -3目923 -.624 4073.8 
11 電気機器 6.769 一.612 4083回目
12 輸送機器 -2.948 -.626 4111.7 
'13.商 業
14 金融・サーピス -1.061 一回743 3343.4 
15 公益事業 .89日 一.664 4362.7 

/，.州およびA回計算値〈日本〕表 7次白
(関 (2)
十係列
ムがの
) 認数
式出{直
をらが
用 れ得
し、る"ら
れ。れ
ばる

Q 

」

れ
ら
を
グ
ラ
フ

表
す
と、
明
瞭
な



~I~工
吋l出ど

(「
l
N
)

(1950年〕

貨価(格幣買(x手弾依(11存価力)0 4格性率〉) の1， 
価力也格比(2所率) 得弾 ''''計(3算)値(a)

官官 門 名 (100万 ク ロ ←
m， ネ〕

。非量 競争輸入 .61g 584 5432.8 
.627 588 5393.9 

21..林漁鉱 業業 -1.202 .530 5632.8 
3 業 - 510 526 6128.3 
4 業 一.926 一.528 5752.9 

5 食繊木化非印 料 維品材

一.614 一.675 4135.5 
6 - .789 一.615 4743.7 
7 1.641 .529 5536.9 
8. 冊目 -1.100 一，G39 5530，1 
9. 学 .876 53宮 5757.9 
10. 金属鉱坦品 1.455 529 5568巴5
11. 鉄 鉱
12 金 属 -1.265 一.542 5514.1 
13 電

業宅運力

一.678 一.546 5851.8 
14. 商住
15. 一.815 .561 5552.2 
16.海 -2.114 -.528 5497.8 
17.陸

浬信
-1.819 .523 5548.5 

18.通 563 528 6078.4 
19 サーぜス 992 572 5240.1 

li， miおよび A由計算値〔ノルウェー〉表8

日
本
経
済
白
消
到
構
造

ま
た
、
定
義
を
直
捺
用
い
れ
ば

匂
回
、
。
同
光
一
向

E
J
1
4
J明
什

あ
き
ら
か
に
、

富
士
ハ
ロ

で
あ
る
@
い
ま
、
表
7
・
表
8
が
一
却
す
よ
う
に
、
主
の
値
巨
大
き
な
変

動
が
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
(
山
ω
〉
式
上
り
、
消
費
支
出
の
変
化
率
と

伺
格
の
公
化
率
主
の
比
率
が
ほ
ぼ
一
定
で
あ
り
、
し
か
も
、
消
費
支
出
が

品
附
加
す
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
も
大
き
い
比
率
で
価
格
が
下
落
す
る
こ

ιに
な

る。

(

品

臼

)

Aの扇面百三5，500

開

こ

D
こ
と
は
字

lH)
式
よ
り
予
想
さ
れ
る
。

川
W

多
部
門
分
析
に
お
け
る
価
格
は
、
賃
銀
率
単
位
で
測
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

以
上
、
非
常
に
粗
雑
た
分
析
に
終
っ
て
い
る
が
、
一
層
立
ち
入
っ
た
検

討
を
加
え
る
己
と
に
よ
り
、
モ
デ
ル
そ
り
も
の
の
改
良
を
念
頭
に
お
き
な

が
ら
、
今
後
の
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。
最
後
に
、
価
格
弾
力
性
と
所

得
弾
力
性
白
聞
に
見
ら
汎
る
既
述
町
一
次
関
係
白
、
最
小
三
宋
法
に
上
る

推
定
結
果
を
掲
げ
て
お
h
o
表
7
・
表
自
の

ω列
。
数
字
は
、
こ
れ
ら
の

推
定
式
を
用
い
て
計
算
き
れ
た
も
り
で
あ
る
。

(
日
本
)

F
¥
1
1
1
0
8
E
g
g
-
h
b
 

百
日
D
S品
(
自
由
度
1
5
)

〔
ノ
ル
ウ
ェ
ー
)

注la)

第
入
十
九
巻

四
五

一己
九

第

号



日
本
経
済
の
消
費
構
造

主

T
C
C仏
国
国
-
町
富
す
れ
)

同「
H
O
由
曲
目
(
自
由
度
1
5
)

の

こ

り

ν
ポ
ー
ト
に
bn
け
る
計
算
。
主
要
部
分
に
は
京
都
大
学
屯
干

計
算
機
同
ロ
ロ
同
を
用
い
た
。

川
明
こ
心
推
定
式
を
去
の
計
測
に
利
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

第
八
十
九
巻

四ノ、

第
二
号

i¥. 
O 


